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　このたび市立函館病院の広報誌「函病たより」をお

届けいたします。

　この名前は病院職員、市立函館病院高等看護学院

の学生から公募した29の名称のうち学生投票で決

めました。発案者は「便り・・・情報を発信するツール、

頼り・・・皆様の頼りになる」という理由で考えたそう

です。

　これまで市立函館病院はあまり広報活動は行って

きませんでした。以前のように医療が一病院完結型で

あればそれはそれで許されたのかもしれませんが、今

は地域全体で患者さんをみるという時代になりまし

た。しかも我々は2018年4月に「地域医療支援病院」

の名称承認を得、さらに地域と深く関わることを強く

求められる立場にあります。いくら世間の流れが「お

一人さま」に傾いているとしても、これまでのような

内向き志向では許されないでしょう。

　くしくもこの原稿を書いている9月6日の未明に

「北海道胆振東部地震」が発生しました。道南地方は、

地震の発生直後から起こった全面停電に伴い医療活

動の大幅な制限を受けました。このような状況下で

我々は「災害拠点病院」としての役割に病院一丸と

なって取り組みました。一つ目は救急医療の最後の砦

としてこの地域での「たらい回し」を起こさせない。二
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●救急医療
　3次救急、一定量の2次救急
　たらい回しを防ぐ

●高度・先端医療の提供
　標準的診療、診療ガイドラインなどを
　踏まえたうえで、さらにレベルの高い
　医療に向けて取り組む

●がん診療
　地域がん診療連携拠点病院レベルの維持

●民間では守れない分野の維持
　難治性で時間のかかる疾患、多量の
　マンパワーの投入が必要な分野や
　社会的対応

市立函館病院の役割
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つ目は電力低下などに伴い他医療施設での治療が困

難となった患者を引き受ける。そして三つ目は当院の

災害派遣医療チーム（DMAT）を被災地へ派遣し、救

護活動を行う。こうしたことにより、災害拠点病院とし

ての機能を十分に発揮出来たと思います。この取り組

みの一部は9月9日に全国放送されたNHKスペシャ

ル「緊急報告　北海道　激震」でも取り上げられまし

たのでご覧になられた方もいらっしゃるでしょう。

　今回、このように道南地域の医療を支えるお役に

たてたことは我々にとっても貴重な経験となりまし

た。今後も同様に皆様と一緒に診療活動を行ってい

ければと思っております。そのためにも我々が常日頃

どのように考え、どのような活動を行っているかを

知っていただくことは非常に重要です。この広報誌が

そのお役に少しでもたてればと願ってやみません。














